
国
語
プ
リ
ン
ト

（

）

配
布
日

月

日

曜

No.

年

組

番

名
前

国
語
表
現

課
題
研
究

２
０
０
６

２
学
期
前
半
の
国
語
表
現
は
、
以
下
の
課
題
か
ら
一
つ
を
選
ん
で
作
成
・
発
表
を
お
こ
な
う
。

課
題
①

日
本
語
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト

課
題
②

創
作
（
パ
ロ
デ
ィ
ー

後
日
談
）

or

課
題
③

作
詞

課
題
①
日
本
語
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト

テ
ー
マ
テ
ー
マ
設
定
は
日
本
語
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
自
由
で
あ
る
。

〔
例
〕
敬
語
に
つ
い
て
・
故
事
成
語
に
つ
い
て
・
言
葉
の
乱
れ
に
つ
い
て
・
気
に
な
る
語
に
つ
い
て

世
間
で
言
わ
れ
て
い
る
○
○
○
に
つ
い
て
・
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
に
つ
い
て

歌
の
歌
詞
に
使
わ
れ
て
い
る
語
の
変
遷
に
つ
い
て

な
ど
な
ど

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
テ
ー
マ
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
結
論
の
出
る
テ
ー
マ
を
選
ぶ
こ
と
。
（
す
で
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
調
べ
な
お
し
た
り
、
集
計
し
直
し
た
り
し
て
ま
と
め
る
も
の
は
不
可
）

分
量原
稿
用
紙
６
枚
以
上
（
原
稿
用
紙
ノ
ー
ト

頁
以
上
）

12

発
表プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
い
、
発
表
の
時
間
を
と
り
、
発
表
を
す
る
。

課
題
②
創
作
（
パ
ロ
デ
ィ
ー

後
日
談
）

or

内
容

設
定
は
元
に
な
る
作
品
か
ら
あ
ま

み
ん
な
が
よ
く
知
っ
て
い
る
作
品
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
や
、
後
日
談
を
創
作
す
る
。

り
外
れ
な
い
こ
と
。

分
量原
稿
用
紙
８
枚
以
上
（
原
稿
用
紙
ノ
ー
ト

頁
以
上

。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
。

）

16

発
表発
表
の
時
間
を
と
り
、
朗
読
し
て
も
ら
う
。
○
○
○
で
発
表
か
？

課
題
③
作
詞

内
容み
ん
な
が
よ
く
知
っ
て
い
る
よ
う
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
曲
に
日
本
語
詞
を
つ
け
る
。
詞
の
内
容
は
自
由
だ
が
、
首
尾

一
貫
し
て
い
る
こ
と
。
曲
に
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
の
音
源
は
自
分
で
用
意
す
る
こ
と

（
Ｃ
Ｄ
、
テ
ー
プ
、
ま
た
は
Ｍ
Ｐ
３
フ
ァ
イ
ル
）

。

分
量３
分
以
上
の
曲
の
９
０
％
以
上
の
時
間
帯
に
詞
を
つ
け
る
。

発
表発
表
の
時
間
を
と
り
、
歌
っ
て
も
ら
う
。
○
○
○
で
発
表
か
？

06/12/27 20069片桐史裕

nihongonikansurureport.jtd



第
１
項
授
業
の
流
れ
と
日
程

①
テ
ー
マ
設
定

最
終
決
定

９
月

日

～
適
宜
個
人
面
談
を
す
る
～

②
執
筆

途
中
経
過
提
出

月

日

最
終
締
め
切
り

月

日
（
２
学
期
中
間
考
査
前
後
）

10

③
発
表
会

月

日

10

第
２
項
執
筆
に
つ
い
て

最
終
的
に
清
書
用
原
稿
用
紙
に
ペ
ン
書
き
し
て
提
出
と
な
る
。
原
稿
用
紙
の
使
い
方
が
間
違
っ
て
い
る
場
合
は
全

て
書
き
直
し
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ワ
ー
プ
ロ
入
力
可
。
そ
の
場
合
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
と
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
Ｆ
Ｄ
・

メ
モ
リ
ー
な
ど
）
を
提
出
す
る
。

U
SB

第
３
項
評
価
に
つ
い
て

期
限
内
に
提
出
で
き
な
い
場
合
は
、
確
実
に
赤
点
と
な
る
。

第
４
項
企
画
書
に
つ
い
て

執
筆
の
前
に
企
画
書
を
ノ
ー
ト
に
書
い
て
提
出
す
る
。
Ｏ
Ｋ
が
出
た
ら
ノ
ー
ト
に
執
筆
し
始
め
る
。
企
画
書
は
自

分
だ
け
で
は
な
く
、
誰
が
見
て
も
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
記
し
て
く
る
こ
と
。

日
本
語
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
企
画
書

④
タ
イ
ト
ル

⑤
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
き
っ
か
け
（
普
段
の
疑
問
、
ど
う
し
て
そ
の
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
考
え
た
の
か
な
ど
）

⑥
調
査
方
法
（
デ
ー
タ
収
集
方
法
）

⑦
結
論

論
文
に
は
一
定
の
型
が
あ
る
。
主
張
・
根
拠
・
デ
ー
タ
が
無
け
れ
ば
論

根
拠

文
と
言
え
な
い
。
そ
の
中
で
も
デ
ー
タ
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と
主
張

は
す
ぐ
に
崩
れ
て
し
ま
う
も
の
と
な
る
。
初
期
段
階
で
は
デ
ー
タ
収
集
が

一
番
重
要
な
作
業
と
な
る
。

デ
ー
タ
は
客
観
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
客
観
的
」
な
デ

。

ー
タ
と
は
、
人
を
納
得
さ
せ
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
本
や
新
聞

、

。

か
ら
の
デ
ー
タ

ま
た
は
た
く
さ
ん
の
人
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
あ
る

デ
ー
タ
は
１
次
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
。
１
次
デ
ー
タ
と
は
自
ら
が
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
２
次
デ
ー
タ
と
は

誰
か
が
調
べ
て
本
や
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
発
表
し
た
も
の
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て

本
に
書
い
て
あ
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
す
こ
と
は
認
め
な
い
。
ま
た
、
様
々
な
本
や
新
聞
な
ど
か
ら
あ
る
一
定

の
基
準
で
自
分
が
集
め
た
デ
ー
タ
は
１
次
デ
ー
タ
と
な
る
。
つ
ま
り
、
１
次
デ
ー
タ
と
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ

る
デ
ー
タ
と
い
う
こ
と
だ
。

創
作
（
パ
ロ
デ
ィ
ー
）
企
画
書

①
タ
イ
ト
ル

②
元
と
な
る
作
品
の
題
名
・
著
者
名
・
初
出
年
月
（
そ
の
作
品
が
世
に
出
た
時
期
）

③
創
作
作
品
の
あ
ら
す
じ

④
工
夫
点
（
ど
の
よ
う
な
方
針
で
創
作
し
て
い
く
か

）
。

作
詞
企
画
書

①
タ
イ
ト
ル

②
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
の
タ
イ
ト
ル
・
作
曲
者
名
・
発
表
年

③
作
詞
の
コ
ン
セ
プ
ト

④
作
詞
の
冒
頭
部

主 張

データ
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